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特集

ワークショップ

近畿病院図書室協議会第８７回研修会

全 体 討 論

１。はじめに

各グループの発表を受けて、全体討論が行

われた。討論された主なテーマは、①病院図

書館員の専門性と司書資格について ②専門

的知識・技術の３要素 ③ニューメディアに

対する知識と技術について ④労働環境改善

に向けて ⑤専門性を高めるために 以上の

５点であった。

２。病院図書館員の専門性と司書資格

病院図書館員の専門性と司書資格の関係に

ついて論議が行われた。これに関しては大き

く２通りの意見がある。

ひとつは、司書資格をあくまでもベースに

して、それだけでは不十分な専門性の知識と

技術（司書教育では習得できない医学知識や

コンピュータリテラシーなど）を現任教育の

積み重ねで補い、自らの専門性を高めていく

という捉え方である。討議の中で出された意

見としては、「例えば、はじめて病院図書室

に配属されたとする。その時、司書としての

知識が、実務を行う上で役立つことが多い」。

「国で定められた資格である以上、これを

ベースに考えるべきである」、その他「専門

性（専門職）を論議するのであれば、やはり

その分野の学問が必要である。司書は図書館

学という学問をもっている」などの意見がで

た。

一方、司書にこだわらず新たな専門職（専

門性）として確立すべきであるという考え方

がある。その理由として、いくつか挙げられ

る。ひとつは、近年の国の図書館政策からみ

ても、司書としての資格にそれほど重みをも

たなくなってきたという点に加えて、現任教

育で司書としての教育を行うということは、

非常にロスが多いという問題点がある。また、

現実問題として、約４０％の方が司書資格を有

していないことも事実であり、病院図書館員

の専門性を明確にしていこうとする場合、な

かなか全体の運動として取り上げにくいなど

の現状がある。

また、以上のこととも関連して、近畿病院

図書室協議会と病院図書室研究会の共同事業

の１つである「病院図書館員認定資格制度」

検討班が当面課題として検討している教育認

定制度についても紹介された。ここでは司書

資格をあくまでも前提とするが、移行期間上

の措置も考慮に入れていること、またこの制

度は、病院図書室で働くすべての図書館員を

視野に入れたものであり、現役の図書館員を

フィルターにかけるのが目的ではないことが

強調された。その目的は、病院図書館員とし

て必要な基本的知識や、新しい分野の知識と

技術を習得してもらうこと、それが質の高い

図書館サービスに結びつくこと、更に制度化

によって、図書館員として働きやすい環境に

少しでも整備されること、などが挙げられた。

その他、教育認定制度の運用にあたって、

病院図書館員にその希望があったとしても、

病院のトップにその意志がない場合は、なか

なか教育を受ける機会が得にくいのではない

かなどの意見もでた。確かにこれは現任教育
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の難しさといえる。この問題に対しては、長

期的な視点でとらえることが必要で、病院の

トップも含めて社会全体に、我々の専門性を

理解してもらうためのひとつの過程として考

えるべきではないかなどの議論が行われた。

３．専門的知識・技術の３要素

病院図書館員に必要な知識と技術は、図書

館情報学と医学、それに加えてコンピュー

ターリテラシーの接点にあるとのグループ報

告を受けた。実際、情報テクノロジーの発展

と医学情報の電子化は急速に進んでいる。こ

れらに対する知識と技術を習得することは当

然のこととして、従来の図書館学との関係を

いかに調整していくかが我々に課せられた今

後の課題ともいえるだろう。これらは同時に

進めていかなければならない課題でもあるが、

我々が取得すべき知識と技術の基本はあくま

でも、図書館情報学にあり資料の整理と管理

であるとの意見もでた。

資料は体系的に整理され管理されているか

らこそ利用され、図書館としての機能が発揮

される。その基本を新たな資源（インター

ネット資源、データベース資源）も含めて、

発展させていくことが求められているのでは

ないだろうか。

４。ニューメディアに対する知識と技術

ニューメディアに対する知識と技術として、

具体的にインターネットでどのような図書館

サービスが可能かという意見が出た。これに

対して、情報入手の面ではあくまでもイン

ターネットはパーソナルなものであるとして、

図書館員は、ツールのひとつとしてとらえる

ことが大切なのであろう。その意味ではエン

ドユーザーの先端に位置して、利用者により

よい利用方法をサポートする道先案内的な役

割が求められているのではないだろうか。

具体的な利用方法として、①ＮＡＣＳＩＳ－ＩＲで

所蔵館調査や書誌事項の確認 ②論文として

発表されていない最新の情報の入手（最近で

は、環境ホルモンなど役立つ情報入手ができ
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た） ③これまで入手するのが困難であった

灰色文献などの入手（厚生省のホームページ

では議事録などが公開されている） ④病院

図書室研究会と近畿病院図書室協議会の共同

事業で作成された病院図書館員のためのホー

ムページ：ｆｏｌｉｏの活用 ⑤ＦｒｅｅＭＥＤＬＩＮＥな

どのデータベースの利用 ⑥Ｅ－Ｍａｉｌの活用な

どの具体例が紹介された。

その他、図書館に利用者用のコンピュータ

があれば、コンピュータに関する質問を受け

ることはさけられない。コンピュータに関す

る知識と技術の習得は必要不可欠ともいえる

が、他の図書館業務とも考慮して、図書館員

としてどこまでサポートするのか、個々の病

院の状況も考慮して、どこかで一線を引くこ

とも必要ではないかとの意見もでた。

５。労働環境の改善

労働環境の面では、一般的に正職員に比べ

て、パートタイマーや派遣職員の方は、病院

に対して発現する場が持ちにくい。また、正

職員であっても他の業務と兼務することで、

どうしても図書館業務に制限が出てくるなど

の問題点があるのではないかと思う。

しかし、あらゆる業務や労働環境でも、改

善に向けての条件は必ず存在しているはずで

ある。無駄なようでも挑戦してみることで、

プラスに転じることもあるのではないだろう

か。例えば、医報を編集する上でも、スライ

ド作成においても、病院図書館員としての専

門性を十分に発揮できるだろう。グループ会

議の報告でも、マイナス的な要素でもプラス

に転じるという意見があったが、その視点は

とても大切ではないかと思う。もちろん、病

院図書館員とての業務をどこまでとするかと

いう一線は考慮すべきであろうが、視点をか

えてとらえる必要性があるのかもしれない。

６．専門性を高めるために

病院図書室の悩みのひとつに、図書館業務

のすべてを限られた図書館員（一人職場が多

い）で、運営していることが挙げられる。そ
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の点では、一人で行うことには限界があるこ

とも事実であるが、それだけに個々の図書館

員の専門性の質を向上させる教育制度が必要

であろうし、専門職としての図書館員のネッ

トワークを最大限に発揮して、お互いの専門

性を高めるなどの工夫が必要であろう。

了。まとめ

今回はじめて、病院図書館員（人）に焦点

をあてだワークショップを開催することがで

きた。

これには２つの側面が考えられるだろう。

ひとつは、医療や図書館をめぐる環境が厳し

くなるにつれて、そこで働く図書館員の役割

や必要性がするどく問われはじめてきた側面

と、もうひとつは、利用者が病院図書室に求

める情報要求が高度化かつ多様化し、あふれ

る情報の中から必要とする情報をうまくコー

ディネ ートしてくれる役割を病院図書室や図

書館員に求めつつあるという側面であ る。

これらの側面の中で「病院図書館員 の専門

性」をテーマにワークショップが開催できた

ことは大きな意義があったのではないかと思

う。

（文責 ：［総合コーディネーター］前田元也）
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